
 

Water Temp Adapter 86/BRZ 

この度はWater Temp Adapter 86/BRZ をお買い上げいただきありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■本製品の取付け・配管作業は、本来専門の教育を受けた整備士が行うべき作業です。 

  専門外の方が作業されると、ケガや火傷の可能性があり大変危険です。 

■走行直後等、エンジンが熱い時の作業は火傷等の可能性があり大変危険です。 

  必ず、エンジンが冷えてから作業を行ってください。 

■センサー取付け作業を行う際は、水漏れを起こさない様にシールテープ等を巻き、確実に取付けてください。 

  水漏れは、エンジン破損の原因となり大変危険です。 

■走行前には、必ずホースやアダプターに水漏れがないか点検してください。 

  水が漏れたまま走行すると、エンジン破損を引き起こす可能性があり大変危険です。 

 警告 

■純正部品のウォータフィラ SUB-ASSYを外すと冷却水が出てきますので、 

  受け皿と補充用クーラントをご用意ください。 

■作業終了後には、必ず冷却水の量、漏れ等が無いか確認してください。 

 注意 

TOYOTA 86/GR86 ZN6/ZN8 2012.04 ～ / 2021.10～ 

SUBARU BRZ ZC6/ZD8 2012.03 ～ / 2021.08～ 

 

【適合車種】 

※ 

※ 

※ 

1.アダプター本体 

2.ホースユニオン 

 (1/8NPT) 

3.プラグボルト 

 (1/8PT) 

温度センサー（別売） 

※シールテープを巻くか、 
  シール剤を塗布してください。 

【パーツリスト ・ 構成図】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）   エンジン、冷却水のクーリングをします。 

      冷却水が冷えていることを確認し作業してください。 

（２）   冷却水を、約 1L 程度抜き取ります。 

（３）   下図を参考に、純正部品のウォータフィラ SUB-ASSY を本製品に交換します。 

（４）   下図を参考に、ホースユニオンをアダプター本体に取り付け、 

  リザーブタンクホースを接続し、別売の温度センサー（または付属のプラグボルト）を取り付けます。 

      ネジ部には、シールテープを巻くか、シール剤を塗布してください。 

（５）   冷却水を注入し、エンジンを始動して暖気された状態でエア抜きを行います。 

  エア抜き終了後、ラジエターキャップを取り付け、アイドリング状態で漏れチェックを行います。 

以上で作業は終了です。 

注意 

【取り付け手順】 

■ボルト 4箇所 

  規定トルク   7.5 N-m  (0.76 kgｆ-m) 

※ラジエターキャップは付属していません。 GReddy ラジエターキャップ N タイプ を購入するか、純正品を再使用してください。 

ボルト 

ボルト 

別売の温度センサー 

または付属のプラグボルト 

リザーブタンクホース 

ホースユニオン 

注意 


